
幼稚園教育 

感性豊かな子にするための 援助の工夫 
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感 ， 佳 豊かな子にするための 援助の工夫 

一身近な素材を 使った造形活動を 通して -- 

（ 

ハ 

Ⅰ テーマ設定の 理由 

幼児期は・生涯にわたる 棲 ・ 桂 や表現力の基礎を 培 う 時期であ るといわれている。 幼稚園教育 要 

領 「表現 ¥l の中に「豊かな 感性や自己を 表現する意欲は。 幼児期に自然などの 身近な環境と 十分 

かかわることの 中で美しいものや・ 心を動かす出来事に 出会うことや・ 自分の感情や 体験を豊か 

に表現する充実感を 味わうことによって 育てられる ロと 示されている。 幼児は，本来身近にあ 

る いろいろな素材をつかって 描いたり : 作ったりすることが 好きでよく遊んでいる。 その経験を 

繰り返すことによって 表現意欲が育ち 満足感，充実感を 味わうことができると 考える。 

しかし・子どもをとりまく 環境として遊びの 中には，テレビゲーム ，既成の玩具等が 多く ， 自 

ら 素 ゆを探し選んで 遊ぶことが少なくなってきたのではないだろうか。 園の実態として ，幼児の 

中には。 造形遊びが好きで ，感じたこと 用、 っ たことを素直に 描いたり。 いろいろな素材を 使って 

工夫したりして 遊んでいる子もいるが。 中には・生活経験の 少ない子や・ 表現しようと 思 、 っても 

うまく 衷現 できず途中で 投げ出してしまう 子もいる。 

そのようなり J 児に対して 

@1) 表現意欲が出せるような 素材を準備していただろうか。 

② 「もっとかきたい」「つくりたい」「遊びたい」という ，患いを「も う 時間だから」と 押さえ 

ていたのではないか。 

(3j 興味・関心がもてるような 環境作りがなされていたかどうか。 

以上の事から・ 幼児の内面にあ る思いを引き 出せずに「させた」「させられた」という 結果になっ 

ていたのではないだろうかと 考えられる。 

このことから「子どもたちのやりたい 事はなんだろうお「身近な 素材を使って 遊ぶなかで一人 

一人が作ることの 楽しさ」「次はこれで 00 して遊ぼう」と ，意欲的に取り 組むようになるには ， 

どのような援助の 工夫をしていけばよいだろうかと 考え本テーマを 設定した。 

Ⅱ 仮 説 

表現しやすい 環境を整え ， 身のまわりにあ る素材を使って 遊んだり，遊びに 使 う ものを工夫し 

作ったりする 中で・その特性を 知り，それをいかして 表現していくことで ，意欲が育ち ， 豊かな 

感性が育っであ ろう。 
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Il[ 研究構想 図 

幼稚Ⅲ教育 の 日 ・ @. 崇     表 現 の ね ら ぃ   

Ⅲ Ⅰ 建目て ．安全で幸福な 生活のための 基本的な生 

活 習慣，態度を 育て健全な心身の 基礎を養 うよ   
う にすること、 

② 人への愛情や 信頼感を育て ， 自立と共同の 態 

度及び道徳・ 珪の芽生えを 培 う ようにすること。 

㈹ 自然などの身近な 事象への興味や 関心を育て・ 
それらに対する 豊がな心情や 思考力の芽ばえを 

培 う ようにすることに 0 
川 口 常 生活のⅢで言葉への 興味や関心を 育て     

喜んで話したり 間いたりする 態度や日 葉 に対す 

る惑 ・克を養うようにすること   ， 

@5) 多様な体験を 通じて豊かな 感珪を育て，創造 
  性を豊かにするようにすること ， 

感性をもっ。 
(2) 生活の中でイメージを 豊かにし・さまざまな 

表現を楽しむ         (1)@@ ， 5@5@t@0@|L$@@@@i@@SS@@ 
  内 容   一 
(1) いろいろな素材に 親しみ，工夫して 遊ぶ， 
(2) かいたりつくったりすることを 楽しみ，遊び 
に使ったり飾ったりする。 

(3) 自分のイメージを 動きや言葉などで 表現し。 

演じて遊ぶ楽しさを 味わう。 

地 域 幼児の実態 

・国道   甜 号線 が 近くにあ り，周辺にビルや 大型 ス ・団地，社宅の 多い 為 友達関係もできていて 入園 

一， Ⅰ団地．社宅の 多い 圧 宅地であ る       
当初からどのクラスの 子もまじって 遊んでいる。 
・集団経験の 始めてな 子 ・おちつきのない 子も ク 

  近くに公団がいくつかあ り 園 仲保育に利用して ラスに数名いるが 全体的に明るく 素直な子であ 
いる " プ のハ 

園 目標 ・元気な子 ，かん ぱる子 よ く考える 子 ・思いやりのあ る 子 

  明るくのびのびと 遊メ         ・課題に自分なりに 取り組む。 ・思っていることを 話す ・ともだちと   仲良く遊ぶ 

  喜ん・で体を 動かす   粘り強く最後まで 取り組む ・自分を表現する   相手の気持ちがわかる 

  自分のことは 口分で考える ，より難しいものに 取り組む ・試したり工夫したりする 

発 達 の 見 通 し 
  テーマ 

・ - め Ⅰ 感性豊かな子にするための 援助の工夫 

身近な自然物に 糊しむ   一身近な素材を 使った造形活動を 通して 一 
・一二期 

いろいろなⅢ貝の 使い力を知って 材料に親しむ 

・三脚   めざす幼児 像 
身近にあ る素材を組み 合せて工夫して 遊 （         ・表現しようとする 意欲のあ る 子 
  四 ]Ul 

・ 感 ， 桂 豊かな 子 
友達と一緒に 協力して・描いたり 作ったりする 

・五期 
遊ぴた   ぜ要な物を日付なりに   作ったり描いたり 仮 説 

する ・環境を整え．身のまわりにあ る素材を使って 遊 
共通する ロ 的に向かって 友達と一緒に 協力して んだり．工夫して 作ったりする 中で・その 特 ・性を 
拙いたり作ったりする 知り・それを 生かして表現していく 事で・意欲が 

育ち豊かな感性が 育っであ ろう。 
  

 
 

ノ
 

  指導案の作成   

  保 育 実 践   

  " 平 価   
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lv  研究内容 

Ⅰ テーマに せ まるために 

nl) テーマ分析 

  
・幼児期に自然などの 身近な環境と 十分にかかわる 申で 

美しいものや 心を動かす出来事などに 出会うことで   

自分の感情や 体験を豊かに 表現する充実感を 味わうこ 

挫かな感， 性 とは とによって育てられる。 

（ 
切意欲を満足させる 

仁 

・幼児の身近にいつも 素材があ り・発達を見通しながら 幼児 

の興味を誘発し 幼児自身の表現意欲を 満足できるもの 

・幼児にふれる 自然物 ( 砂 土 水 木の実 葉 貝殻 ) 

人工物 ( 空き 箱 新聞紙 チラシ ビニー 

ル 袋 ダ ノボール ) なと   

・興味をもって 遊びに使えるもの 

・手軽に入手しやすく ，年会に適した 技術で組み合せの 

できるもの 

・身近ないろいろな 物を見立てたり ，工夫したりして   患 

いのままに描いたり 作ったりするもの 

・幼稚園生活の 中で，幼児が 自分から喜びを 感じて 遊ひ 

に 取り組み，自分のやりた い 事が出来ているという 充 

実感，満足感を 得る状態を いう 。 

(1 幼児が自分のしていることを 認められていると 感 

じたとき 

(m 抜達 との関係が安定しているとき 

(3 月分のやりたいものに 挑戦し，試行したり 工夫し 

なから最後まで 取り組むとき 

「・幼児が自分でやろうとする 方向に向かって・ 積極的に 

ヰれ d 活動を展開していけるよ う 見守り・励ましたり ，手を 

添えたりしながら ，自分でやりとげたという 満足感を 

味わえるよ う 援助して い くこと 

，幼児を理解する 
教官市の援助とは 

・信頼関係を 築く 

・環境構成をする 

・直接的な援助をする 

一 3 一 
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㈲ 幼児を理解する。 

・目の前にい ろ 一人一人の幼児」と 直接触れ合いながら ，幼児の行勤や 表情から，その 幼児の 

よさや，可能性，発達する 姿，心の動きなどを 受け止め，理解しょうと 努力することが 大 

切 であ る。 

  日常の生活の 中で   遊びへの取り 組み ( どんなもので ，何に興味を 持ち， どんな様子で ， 

だれと遊んでいるのか ) をよく観察し ，その行動に 共感できることが 大切であ る。 

・ 幻止 巳の発見，工夫，意欲をとらえることも 大切であ る。 

@3) 教師の援助 

① 信頼関係を築く 

幼児は教師にいっも 温かく見守られ 受け入れられているという 安心感が得られると ， 自 

分から周囲に 働きかけ安定して 遊びに取り組むようになる。 

教師が幼児と 一緒に過ごしながら 幼児の行動や 発見，努力，工夫，感動などを 温かく受 

け止めて共感したり 励ましたりして ，心を通わせることで 育てられていく。 

② 直接的な援助 

幼児の展開する 活動を大切にして 保育を進める 上で   個々の幼児が 着実に発達するため 

に 必要な助言や 指示を行な う ことが大切であ る。 又 ，教師が一方的に 知識や技能を 授ける 

のではなく，あ くまでも幼児の 必要感に応じて・ 幼児が自分で 気付いたり，繰り 返してやっ 

てみる中で獲得していけるよう 教師が働きかけていくことが 大切であ る。 

③   教師の働きかけの - 珂 

「見守る - 「共感する」 「環境を づ くる」 「友達の遊びに 目をむけさせる」 

「ヒント， ア イデアを与える」などがあ る。 

㈲ 環境構成 

幼児の生活の 流れや発達に 即して具体的なねら い や内容を設定し ，それにふさわしい 環境 

を 作り出していくことであ   る。 

① 環境構成を考える 視 ， 点 

・発達の時期に 即した環境                   一人一人の遊びや 教師との触れ 合いな通して 生活に親 

しみ安定する。 

・興味や欲求に 即した環境                   周囲の人や物への 興味・関心が 広がり生活の 仕方がわ 

かり，友達とイメージを 伝える ぃ， 遊びを楽しむ。 

・生活の流れに 即した環境                   友達関係を深めながら ，自己の力を 十分に発揮して 生 

括 する。 

環境は一度構成したら 変えないという 固定的なものではなく「環境は 幼児の生活する 姿や発想   

を 大切にしっねに 適切なものとなるようにすること」とあ るように展開する 活動に応じて 幼児 

が ア要な体験をしていけるよう 再構成していくことが 大切であ る 

一 4 一 
  



2  表現活動を楽しむ 子ども 

幼児の保育にあ たって ， 最も基本的に 考えなければならないことは・ 子どもの成長発達の 実態に即 

して・適切な 援助や指導をしていくことであ る。 特に描いたり ，作ったりする 造形活動においては ， 

子ども 力 汚吏の中で考えて 表 税しようとする 内容が子どもの 持っている表現の 方法と手段によって 外に 

表される活動であ ります。 それだけに子どもの 持っている精神的，あ るいは知的な 発達。 身体的な成 

長発達などをよく 見つめてそれに 即するように 考えていくことが 重要であ る。 

ハ 

教師の手だて 

環境， 場の設定 

・個々のイメージ 

や表現にあ うよう 

な 相 - サ ;q., 素材， m 

具の選択ができる 

ようにする。 

生活体験の深化 題材 動機づ け 認め ， 励ます 

・いろいろな 直接 ・個々の興味， 関 l , 最後までやりとげ 
  体験を大切にし 正 心ないかして 題材 るよう励まし。 見守 

感を通して， 感動 になげかけ， やる っていく。 

した事を工夫して 気をおこさせる。 ・自分のやりたかっ 表現できるよ う に ・一人一人が 自 分 た とが出来たかど 

する。 なりに工夫して 素 ぅか 確かめさせ， そ 

自 
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3
 造形遊びに関する 家庭での実態調査 

 
 
 
 
 
 

(1) 

(2) 

絵 をかくことが 好きですか。 

考察 ・男な 共 90% 以上が絵をか 

くこと 力町 きであ る。 

いい えが 13% であ るが， こ 

れは戸外で遊ぶことが 好き 

なためだと思 う 。 

日然物 ( かいがら，はっ ば，ホの実 ) 

などで遊びますか。 

考察 ・男女とも身近にあ る自然 

IOO 

90 

80- 

70  一 

60 

50 

40 

30- 

20 

Ⅰ O 

0  ・ - 
  

1 ㎝ ]00 

  

物 をままごとなどに 利用し   目 男児 蕊 女児 
て 遊 んでいる。 

(3) チラシ，新聞紙でよく 遊びますか。 

考察 ・もっとも身近にあ る材料で大きさ ，手触りなど 子供たちが使いやすいためだと 思、 う， 

，全体の 20% の子が「いいえ」と 答えているが ，これは作った 経験がないか ，又は ， 作っ 

たけど他のものと 比べて興味がもてず ，「あ まり作らなかった」と 答えたのだと 思、 う 。 

・女児は，男児より「はい」が 少ないが・これは 作ることよりかくことの 方が好きな 

ためと思われる。 

i4) お子さんはのり ，はさみの使 い 方は上手だと 思いますか。 

考察 ・ 団 ，家庭でもよく 使われているので ，これからも 安全な使い方を 守らせていきたい 

と 思 う 。 

@5) 幼稚園から持ってきた 絵や作品に言葉かけをされていますか。 

考察 ・どの親も子供の 作品をほめている。 子供はほめられる 事により自信をつけ「 つ ぎも 

やろう」という 気持ちがでてくる。 

。 「ただ上手だね」だけでなく「ここの 所が上手ね」とか「 むづ かしかったところは」 

とか聞いてみるのも 大切な事だと 思、 う 。 

(6) 幼稚園から持ってきた 絵や作品をどうしていますか。 

男児 保存する 75% 
～ 5 日おいてすてる すてる 
25% 0%     

。 察 -75% 以上の父母が 幼稚園生活の 記念として大切に 保存している。 
・すてるにしても ，持ってきたその 日でなくしばらくは 飾ったり，遊んでから 子ども 

にき い てすてている 父母も い て子どもの，気持ちを 大事にしていると 思、 ぅ 。 

一 6 一 



(7) かなづき・くぎを 使って何か作ったことがあ り 80 ・   ，   

ますか。 70 

60 
考察 ・あ ぶない，まだ 早いとおも ぃ 使わ 

"0 0 

せてないかと 思、 ぅ 。 40 

・最初は打ちやすいハ ツ ホースチロー 30 

ル などに打ち，なれてきたら 板に 
20 

10 
打ち・コリントゲームを 作って 遊 0 

べるようにしたい。   はい   
（ 

(8) 

田 （ 

Ⅱ 

お子さんが家でよくかく 絵はどんな絵ですか。 

考察 ・男児 58% はマンガ や 怪獣の絵をか 

いている。 

  女児 87% は人物や花をかいている。 

  全体的に男児は 動きのあ るものに興 

味を持ち，女児は 静かなものに 興味 

を持っていることが 考えられる。 

家にあ る用品はどれですか。 

考察 ・家庭でも， はさみ，のり． セロ 

テープは置かれており・ 自由に 

使えるようになっている。 

また・ くれよ ん ，色鉛筆なども 

多くの子が持っており ，好きな 

時にかけるよう 父母が準備し 与 

えていると思 う 。 

  えめ ぐ， くぎ・かな づ ちが少な 

い のは， 汚れるので， あ ぶない 

と思われるが 服装や場所を 決め 

て遊ばせるとよいと 思 う 。 

・いろいろな 用具を使いこなせる 

  蓉 灸 
I マンガ乗り物人物 動物 その他 

  

 
 

  

か
な
づ
ち
」
 

く
ぎ
 

ボ
ン
ド
 

カ
ッ
タ
 
l
 ナ
イ
フ
 

ガ
ム
テ
ー
プ
 

セ
ロ
・
テ
ー
プ
 

ホ
ッ
チ
キ
ス
 

マ
ジ
ッ
ク
 

色
 え
ん
 ぴ
つ
 

え
め
 ぐ
 

く
れ
よ
 ん
 

の
り
 

は
さ
み
 

 
 

 
 

7
 
 
 

 
 

 
 

 
 と
と
で
 

こ
 
も
の
 

う
に
 
る
 

い
想
よ
 
さ
 

と
発
で
 

Z
 



  

考察 

・アンケートに 対して 90% の回答がみられ・ 幼稚園に。 すなわち子どもの 教育について 熱意が 

みられた。 

・園から・持ち   帰った作品．絵についてもほめて 飾ったり・家で 製作している 時はヒントを 与え 

たり，むずかしい 所は一緒に・ f,F っ たりしているなど 父母の意識も 高いと感じた。 

  圃でも・家庭でも   廃品を使って 作って遊んでいる 事がわかりこれからもいろいろな 素材を遊 

び のなかに活用していきたいと   思、 う 。 

父母の感想 ( 抜粋 ) 

，製作に関してはよく 親子でやったりしますが ，でき上がった 時は喜んでいるので 親としても 

ふれあ い が持てて良いことだと 思います。 想像力，集中力がっくのでこれからも 続けてほし 

いと思います C 

・いろいろな 物を作っている 時・すごく目をかがやかせて 一生けんめ い に考えながら 作ってい 

る姿が大好きで・ ア イデアを出した 時それを完成させた 時 ・成長の段階がわかります。 保育 

園 と違いずいぶん 成長したと思います   ， 

  描きたい時に 書く・作りたい 時 ・ひらめいた 時 ・ 即 使えるように 我が家では，子どもの 手の届く 

所にクレヨン ，はさみ，のり・セロテープなどを 置いています。 作っているのを 見ていいアイデ     

アだなとが，絵をみて 色 使 い などから子どもの 精神状態などをみるようにしています。 

・親が描いたり 作ったりすることが 苦手なので・ 園で作る楽しさをいろいろ 覚えてくるので 良 

いと思います。 

， 家の中がダンボールの 箱 ・空き 箱 だらけになったりして 足の踏み場もないくらい 製作します 

が 1 ～ 3 日ぐらいして 本人に聞いて 許可を待てから 捨てています。 いろいろ作るので 大変 楽 

しいし・ナイフ． はさみは親より 上手です。 し 楽 ・ く 絵をかけたり・ 作ることは子どもの 感性とかを豊かにすると 思 う し イ な ど も l 
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4  造形年間指導計画 

（ 

（ 

」
 
㍉
 
つ
 川
 
Ⅰ
 
コ
 
Ⅱ
Ⅱ
 

"
 
生
活
す
 

"
 
姿
 " 
白
 
Ⅰ
Ⅶ
Ⅵ
 

4 月～ 5 月     
Ⅰ 期 

  
い 切 めての集団生活でとまどいを 見せる子   張り切り過ぎて 落ち着かない 子など個人 
産が音し・ ぃ 。 

0  同じ 保 ， 育 園からの子や 近所の子同士の 結び付きで遊んでいる 子 ， 反面友達がいなく 
て一人で遊んで い る子も多い。 

こ ) 教師に声をかけてもらうことを 待っている 子 ，あ るいは積極的に 話しかけてくる 子 
など． どの子も教師とのかかわりを 期待している。 

" 一一 " 一 " " 一 " " 一 " 一一 " " " " 一 一一一 一一   "   
        - Ⅰ 帝斤 しい q@ コ ・舌のな ム まり 
- 致 ， Ⅲとのかがわりで 安定する， 

て Ⅰ 

  
二八 ｜ Ⅱ 寸 Ⅰ 自由に絵をかく。 コ ハ l 粘土に親しみ 感触を楽しむ。 
          ま 紙を切ったり・ちぎったり ，押ったり，まるめたりする。 

          じ のりやはさみの 使 い 方を知る。 
  だ @ 

      コ 好きな絵を書く ( クレヨン・形や 大きさの違う 画用紙．方眼紙 ) 
申 自由画 

工         
    トめ り え 

    れ線遊び な 
  ホ フロッタージュ て こすりだし ) 

遊       0  秒、 土 ・粘土で遊ぶ ( 砂場道具， 水 ) 
* 山づく ゆ 
* トンネ 、 ル づくり   
* あ な ほり 

  
  の ま ま と ごちそ う づくり ( だんご，ケーキ ) 

    

  

一リがへ ⅡⅢ ・ l@ 窄 ， ・ 巾 Ⅱ @D り 0  指導する。 遊びの中で集団生活をする 上での基本的生活習慣が 身につけられるよ う 場を捉えて 
  一人一人の遊びを 認め・それぞれ 子の要求に応じてやり 楽しい・ もっと遊ぼ ぅと恵 

配 慮 ;""")  欲を持たせると 共にたっぶり 遊べ 6 時間や場を確認する。 , 

士 七 % 
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  同 l 6 月～ 7 月 
  

期 2 期 
  

子
供
の
生
活
す
る
姿
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い
 
人
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過 
年上下生 ロ 

才 a  0  いろいろは材料に 親しむ。 
ら ① 体 ，全体を使って 表す。 

い   

  

 
 

O
 ぶ
 

る
 選
 

知
 て
 

を
 せ
 

方
 合
 

い
み
 

仕
 組
 

め
を
 

具
料
 

用
材
 

な
な
 

ろ
 ろ
 

l
l
 

L
L
 

る
る
 

Ⅰ
，
 

L
L
 

0
0
 

  

 
 

内
容
 

工 

な 

迦 冴 ・ 

ぴ 

自 
然 
冊形笏 

C    絵の具で遊ぶ ( 絵の具， 筆 ・季節の野菜， 型 おし用のいろいろな 容器 ) 
* 指絵 の 具 * スタンブ遊び * 型 おし 
* あ わせ 絵 *  マーフ。 り、 ノ，ク     

C    スクラッチくひっかき 音ピ ニ Ⅰ 
① 色 水遊び ( 草花， 水 ， 比 ベン，パーチメント 紙 ) 
① しゃぼんだま 遊び ( 石けん 水 ・ストロⅠ竹筒，その 他 ) 
  ① 空箱 製作 ( 空箱 ，ホッチキス ，セロテープ ，ガムテープ ，マジック ( 油 ， 性 ), 糊 ， 穴 
パンチ・ひも 類 ) 
① 土山で遊ぶ ( 水入れ ， スコップ ) 

* だんご作り * どろんこ遊び 
0  浮かぶものを 作る ( いちごパック ，牛乳パック ，プリンの 船 作り   カップ，その 他 )   
ニ ガウリ 。 オクラ ・ ピーマン   人参 ( スタンプ遊び ) 

あ さがお   黄花コスモスで く色 水遊び ) 
貝殻 ( 海の雰囲気づくり ) 

境
 

環
 

教
師
の
援
助
配
慮
 

一
場
・
物
の
配
置
 

0  一人一人材 卸 品を認めていくことで 描いたり，作ったりすることに 意欲をもたせていく。 
また．展示したり。 皆の前で紹介したりして ，他の子にも 刺激を与えるようにする。 
0  気の合う友達同士で 遊べるようになるが ，物の取り合いや 順番争いなどのささいな 事か 

0  動植物の世話は ，保育者と共に 取り組む中でその 戊 艮を見守り， 自然の不思議さに 驚い 
ら 喧嘩することがあ るが，できるだけ 幼児同士で解決できるよ う に見守る。 

たり，新しい 発見をした幼児を 認め共感する。 
0  遊びを面白くするため ，保育者カト 人のイメージを 他の幼児に広げていく 遊びそのもの 
の 盛り上がりや ，友達との遊びの 楽しさ知らせていくようにする。 

0  いろいろな材料や 用具を適切に 使えるよ う 教材の種類，内容，置く 場所などを配慮 
する。 
0  水を使う遊びでは ，水をむやみに 使うのではなく 適量を使えるように 指導していく。 
0  水遊びや砂遊びに 必要な用具や 材料などを豊富に 用意し，片付けやすいように 種類 
ごとに分けて 表示しておく。 
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（
 

ム
 

月 9 月～ 10 月 

期 3 期 

Ⅰ 一夕 - ①・久 ん， だ し 遊びを ぶりにあ 思、 い えて喜びあ 出して楽しんでいる。 ったり，夏休み 中の楽しいことを 話し合う中で 1 学期に遊 
努 0  気の合 う 友達の中で     自分の考えがはっきり 出せるよ う になり・一人一人が 自信を 
土 持って行動するようになりその 中で意見のぶつかり 合いが多くなる。 

  

進   ①一人一人の 力を出し合って   新たな友達にかかわっていく 時期 

の 
過 
%@ イ 中小Ⅱ ヱ 

ね   0    使 う 材料・用具の 幅をひろげる。 

              イメージを持ち・いろいろな 目 分たちが世話している 小動物などの 表現をする。 表現をする。 
い     

内 ・ C    木工，用具の 正しい扱い方を 知る。 
0  経験したこと・ 感じたことを 自由に描いたり ，作ったりする。 

～ 台 

0  木工遊びをする ( 木片， くぎ，王冠・ ジュース 缶 ・かな づち ，のこぎり． ガムテー 
ブ ・ 7 曲 性 マジ・ ック 。                 モールなど ) 王 ・Ⅰ・ れ ） ( ， く観 ぎ察 打画 ちを 六力 ょ - 、 どく ( ハッポ 絵の具， ー 色 スチロール・ えんぴつ ， 板ク ） レ 画用紙，コソ テ ) 

@l 十ん ひ * 園にいるウサギ や カメ， にわとりをかく 
遊 ① 体   敬したことを 絵にかく。 

u- * 夏休みの   思 い出 
目、 も 掘り遠足 

ススキイインディアンハット 主 

  

  

  

  

  

の配巾 工夫したり・ 試したりする 事が十分できるよ う 素材，用具の 数や場所など 整えてお 
-% 旺 三王 手 

/
/
 

 
 

 
 
 
  
 



  
11 月～ 12 月 

4 期 

子
供
の
生
活
す
る
姿
 

0  グルーブや学級全体で 係 わって遊びや 仕事を進める 中で，その子なりの 力を発揮す 
る 姿が見られる。 
① 自分たちの 力 で次々工夫して 遊びを 発 接させられるよ う になり，かなり 長い時間 継 
続的に取   "      ,                        。 

0  一人一人の 力 が充実                     りと活動や製作に 取り組む。 イメージが豊か 
になり， さまざま                                               ・ ) に影響を与え 合 う 。 
0  ルールのあ                                                         になり， グループの友達と 一緒に意欲的に 
取り組むようになる。 

発ラ 

おこ ・Ⅰ @ 
の 
過 
由佃 

①みんなの力を 合わせて 
友達を受け入れ・ リーダーを中心にまとまろうとする 時期。 
① - 友達と一緒に 試したり，工夫したりして 積極的に遊びを 進める。 

れ 

  

い 

  ㊤   友達と一緒に 試したり，工夫したりして 積極的に遊びを・ 進める。 

内 

  
合 

③ イメージをふくらませて 必要な物を づ くる。 

主
な
遊
び
 

て
 
 
 

吏
 
を
ィ
 

る
 実
り
 

す
 ゃ
佐
 

 
 遊
水
 リ
 

成
，
 

構
 

（
・
）
 
  ① アルバム表紙作り 
  ① 生活発表会に 向けて製 f,P   

* 紙芝居や べ一 プサート作り 
ボ見 ラ 不会遊び (OHP) 

口状   
初年 

  り
 

@
 
ん
 

し
仁
   

 
 り
 
作
 

）
 一
 

氷
り
 

色
ツ
 
一
 

と
ミ
 

 
 ま
ス
 

ま
一
 

（
 リ
 

ス
 
（
 

ソ
リ
 

ェ
ク
 

チ
ッ
 

ト
小
 

ノ
 
ン
ツ
 

イ
マ
 

土
日
ル
 
上
上
，
 

環
 

教
師
の
援
助
配
慮
 

  

0  個々の 力 が試せる課題を 与え，満足感や 失敗感などを 次の意欲へっなげる。 
0  思い切り休を 動かしたり．自分でやるんだという 意欲が持てるようにし ， 友達同士 
励ましたりして ，思いやる気持ちが 育つように側面から 見守る。 
0  自然に触れる 機会を多くし ，その中で思い 切り遊ばせ   生活の中から 自然の素晴ら 
しさを感じとれるよう 配慮する。 
0  国行事や社会的行事などを 通して共通課題を 見つけ，イメー ノ を伝え合 L      ふくら 
まし合って・ 友達とのつながりが．より 深まっていくようにする。 

場 ・ C 絵 ・。、 岡本 な 々 のど 去 る 規子 供 の イ の メ興 一味 を ジ をと ふ、 り え く て ら 準 ま せ偏 し さて ，し り、 に く 遊 。 びま を た 楽 しじ くっ しく たり り遊 で び 。 きに る 取 索 り 材組 やめ 昔 引 楽 ，暢 物 と時間を保障してい { 
の 

曲己 

置 

一 %2  一 
% 



月 ・ 

1 月～ 2 月～ 3 月 

朋
子
供
の
生
活
す
る
姿
 

5 期 

  ① お正月遊びやゲームを 通し数や文字に 関心を持ったり・ 生活の中で活用していく 姿 
が 見られる。 
も うすぐ 1 年生という自信と 自覚が生活全体を 通して見られる。 
① 一人一人が・ 役割をもって 行動できるようになったり・ 協力して遊んだり ，仕事を 
したりする楽しさが 分かってくる。 また，遊びの 中で友達の力を 認め合う姿も 見られる 
0  これまでの経験から 自信がっ き， 自分達で話し 合いながら，あ る程度計画的に 遊び 
を 進めて い く様子が見られる。 

（ 

発達 

の 
過 
Ⅰ 干 @ ヱ 口 

廿 

  

い 

ム
 
 
 

力
、
 

り
 
 
 

 
 

油
な
 

生
し
 

国
訳
 

た
 る
 

し
カ
 

実
の
 

充
分
 
｜
 

O
  
 
｜
 

友達同士で目的を 持って幼稚園生活を 展開し深めていく 時期。 

C  共通の日的に 向かって・友達と 一緒に協力して 描いたり，作ったりする。 
C  遊びに必要なものを 工夫して作り・それで 遊ぶ。 

く
る
。
 

つ
 
で
 
ん
 
を
選
 

目
木
 

，
・
。
 

 
 
 
 
材
の
 

て
も
 

せ
な
 

合
わ
 
要
 
ア
 ・
 

こ
こ
 

 
 
的
び
 

口
遊
 

じ
っ
，
 
一
 

 
 

内
容
 

・ 二 お正月山ひに ノ、 要なものを作る ( 厚紙， ヒ ニール，ひご・ブリンの 力，ブ ・割り箸   
つまようじ・たこ 糸，マジック・ 画用紙 ) 

工 ホ こま作り 

な 
ボ たこ作り 

ホ カルタ作り 
迎 * す ごろく作り C ひ 砥 版画をする ( 両用紙，毛糸・ 布など ) 
0  作品整理 ( 表紙作り ) 
0  部屋飾り 

・葉っぱのお 皿   ・お化粧 ・薬屋さん 

物 

教
師
の
援
助
配
慮
 

場
 
・
物
の
配
何
 

 
 

 
 

"
'
 

Ⅰ
『
 

九
 
%
 

%
 

づ それぞれが自信を 持って行動する 様子が見られる。 一人一人の遊びや 発想をみんな 
のものとして 広げていけるよ う 援助し同じテーマに 向かって遊びが 進められ・ その 
中 でみんなが楽しくする 方法を話し合ったり・ 気付かせたりする。 
0  家庭で経験したお 正月遊びをするのに 学級全体やバループで 友達との っ ながりを 深 
め ・自分達でルールを 話し合ったり ，遊び方を伝え 合って行く様子を 大切にし・時間 
を 確保してあ げる。 

0  して広げていけるよう 友達と楽しんで 活動する時間を 援助し同じテーマに 十分保障する。 向かって進む 一人一人の遊びや 学級として，つながりを 発想を皆のものと 深め 
ていくようにする。   
0  運動的な遊びなどがいっでもできるよ う に遊具や道具を 取り出しやすい 場所に準備 
してお < 
0  知的な要求や 興味を満足させるような 遊具や教材を 準備しておく。 
0  必要に応じて 文字や数を書き 表して掲示しておく。 その際，文字は 偕 書 できちんと 
苦くように配慮する。 

一 13  一 
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Ⅴ 保育実践 

@1) 幼児の感動体験を 通して感じる 心と表現力の 工夫 

活動のきっかけ 

・ 5 月の中頃   M さんが 朝登園 する時に小学校の 花壇で「つまぐろひょうもん」の 幼虫 

( とげ と げくるむし ) を見つける。 

日 Ⅱ 寺 

5  /  17  M1 さ 

ら 

てく 

を折 

5  /,. 20)  ¥,1% 

  <-? 

  Ⅰ 中乏 

ん % 

  「 コ 

5/ 21 . さ f 。 

  

そオ 

い       

5  /  26  さ f 。 

  

S 珪 

たコ 

5  /  27  台 E 

し 0; 

あ @     
  
  

子どもの活動 

; んが，朝澄 園 する時，小学校の 花壇か 

と げとけ くるもしをみつげクラスに 持っ 

: る 。 所持品の始末をすませてパンジー 

育 みにいく。 ケースに入れ 観察している 

; ん ，今日も一匹持っ 

: 見つけるつ 

) 良い K 子さん 達 と一 

; きて世話をする。 

; く た べるよ」「もっ 

てくる。 ( 家     の近 

  緒に パンソー を摘 

と 

宍 ぎになったのをみて び 

" 先生，へんなものがあ 

" 一匹 い なくなっている 

L をき い ていた S 君「 こ 

ナ んだよ」と教えている 

とってこよう」 

づ くりする 

る。 みて ! 

O 」         

れ ， さな ぎ 

  

U 子 

」 

って 

; ぎから チョゥ に変身～ 

「先生，ちょうちょになっている」 

ぎ ，図鑑を調べて「つまぐろひょうもん 

， 」と近くの子に 話をする。 

] も・ もう一 

だらく観察し 

ドる 。 

ぜ イバイ ま 

て
 
し
 

 
 よ
ル
 

 
 な

し
 

に
放
 

ウ
き
 

」
 

ョ
 
解
 

れ
 

チ
と
 

て
 

が
あ
き
 

匹
 

た
た
 

教師の援助 

M 子さんに観察ケースをだしてあ げる。 

虫にあ げようと松葉ぼたんの 花を摘ん 

できた子も い たので。 その花ではない 

ことに 気付かせる。 

ケースの中のしおれた 茎や葉を ， 

ぞいてきれいに 掃除する子を 認め 

子どもたちの 様子を見守る。 

取りの 

  ほめる。 

子どもの目の つ きやすい場所に ，図鑑 

「沖縄の自然と 子ども」をおく。 

「ほんと ね   なんだ るぅ ね ? 」 

「すごい，」 S 君よく 知 っ ているね。 

生 めがねを置き ， いつでも観察できる 

ようにしておく。 

「本当だね，何というチョウチョだろう」 

「
 
S 君 つ て虫 博士 み た い だね 口 

/   

 
 

  

月
 

 
 

Ⅰ
 
4
 

 
 



（ 

ム 

表現の広がり 

  4 月から室内の 環境として折紙， ぬりえ コーナⅠ新聞紙，チラシであ そぶ製作コーナー 

を作っておき ，子供達はそれぞれ 好きなコーナ 一で遊んでいる。 

・ 5 月になって， 4 月には見られなかった 活動が広がり ，新聞紙，チラシを 工夫して作って 

いる。 教え合いながら 作り遊びが広がる 申で，活発になり 楽しく遊んでいる 様子がみられた。 

・毎日のように 紙を使っての 遊びが続くので ，黒のチリ袋に 遊んだ後の紙くずを 片づける。 

それで「ボクシンバ」「大玉ころがし」と 遊んでいるうちに 子ども達から「とげ とげ く る 

むし」を作ろ う と声がでて数人の 子どもから出作りが 広まった。 

  
5/ 28    黒のビニール 袋をつないで ( とげ とげ くろ 

，むし ) なっくる。 

  
・ジャバ ラ おりをおって ( とげ ) にしてくっ 

，つける。 
  

5/ 30  ジャバ さ おりをして「とげ と げくるむし」 

にくっつけている。 

6/ 7 
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さ なぎ作り 

こよりを切って 背中の部分にのり．テー 

ブでとめる。 毎日・朝の好きな 活動時間の 

中で何名かの 子どもたちが ，かかわって 作っ 

ている。 

いままで集めたビニール 袋をどう使っ 

て遊びにできるかをみんなで ， 考える 

「ロボット」「飛行機」がいいという 中 

で一番多かった「とげ と げくるむし」 

それをみんなで 作ってみようと 決める。 

ガムテープ セロテープなど 使いやす 

い場所に置いておく。 

セロテープを 準備し使い方をみて ， ぅ 

  
  やり方がわかるよ う 援助していく。   

  

  

夢中になって 作っている事に 時間をか   

けてあ げる。 子どもたちの 発想，工夫   

がどんなものか 見守る。 
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6 ソ 9  S 君・ K 召され い な チョゥ を みつ け 虫 かご と けと げくるむしを 観察し・ 製作して 

に 入れる " さっそく図鑑で 調べ。 イ シカケ いる中で偶然出会った ( イ シカケ チョ 

チョゥ とわかり花を 摘んで観察する。 降園 ウ : を ， 通して生き物に 対する思いや 

  ll4] 些 かしてあ げる。 側でみていた T 子 「 喜 り ・やさしさを 感じる子ども 達であ っ 
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6 月の誕生会の 出し物についてみんな 

え 合う。 いろいろな中から「とげ とけ くる 

もし」をやりたいという 意見が多くそれに 

決まる。 

役作りは自分たちで 決めそれぞれ 自分の 4 

メージした役を 工夫しながら 製作する。 

l てほしいと用、 う 。   

子ども達が作りやすいように 素材 ( ビ 

ニール，画用紙 ), 用具 ( セロテープ， 

ホッチキス ) など使いやすい 場所に準備 

しておく。 

友達と一緒に 作りながら自分のイメージ 

    で工夫して作る 楽しさを味わらせたい。 
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  6,,222 1 6 月並，まれの 誕生会     

  （ 

    クラスの出し 物「つまぐ・ろひょうもんになっそれぞれの 役になりきって 自分らしく 

  たとげと げくるむし」 表現している 子ども達を認める。 

。 自分の役になりきって ， 楽しく表現遊びを 

    する。 

  ① とげと げくるむしを 見つけている 所 

「はっ ぱ の う しろに 

とげとけ くろむしがいるよ。 」 

  ②幼虫がえさを 食べたり遊んだりする 様子 

「 ア ，はっ ば があ った 

おいしいな 0 」 

        ③くさなぎになってじっとして 動かなくなっ 

「おなかもいっぱいになったしさなぎにな 

ろ う 。 」 

④ ( チョウになって 甘い蜜をみつけに 飛び回っ 

ている様子   

「ちょうちょになった ぞ一 

花 の 蜜， のみにいこう。 」 
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7 月にはいって 

長い間ぶらさがっている「 さ なぎ」を見て「・もう   チョウにしよう」「チョウチョにして 

いい」との声に 女児が好きな 教材   ( クレヨン， えめ ぐ，マジック ) などで羽作りが 始まる。 

 
 

1 つの羽を女児がも う 片方を男子が 作り， 7 月中旬には大きな「つまぐろひょうもん」が 出 

考察 

・一人の女児が 見つけてきた「とげ と げくるむし」をみんなで 育て観察していく 事で思いや 

りが育ち友達との 仲間関係も蜜になってきたと   思われる。 

・教師は幼児のつぶやき・ 発想を受けとめ ，子ども達が 必要とする素材を 環境として置き ， 

作りたい時にすぐ 取り出せるように 準備しておくことが 大切であ ると感じた。 

  ・「つまぐろひょうもん」「かばまだら」を 成長させた喜びは 大きな自信となり   その中で 

「 死 」についても 真剣に考え生命の 尊さをも学べたかと 居 、 ぅ 。 

・誕生会の出し 物にクラス全体で 表現あ そびに取り組んだことは ，自分のイメージを 表現し ， 

演じて遊ぶ楽しさも 味わえたと 思、 ぅ 。 

・身近な素材 ( 新聞紙・画用紙， ちり 袋 ) を使って子ども 達の考えた 事 ，感じた事が 自分な 

りに表現できたことは 表現する喜び ，自信，意欲につながったと 思、 ぅ 。 
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- 先週まての子どもの 姿 

お正月遊び ( こま，すごろく．たこあ げ．かるた )   

きた。 あ まり回せない 子   いろいろな技に 挑戦する 
在 輻 男子 16 名 女子 16 名 計 32 名 子もみられる " 

。 活動のきっかけ 
こま づくり   ひもが回せなくても． いろいろな素材を 使って   

ねら い   いろいろな材料をつかいこきつくりを 楽しむ知らせたい。 こ ま づくりか出来ることがわかり   楽しめることを     主な活動正月 遊ひ 一一一 
l 時間 @  環境構成     生活の流れ   教師の援助 

8:15       豊国 。 ひとりひとりとあ いさつを交わし 子どもの状態を 
， 朝のあ いさつをする。 矢口 る 
・出席シールをはる。 
  持ち物の始末をする・ 

。 動植物の世話をする。     ，グループの 当番活動を見守り． 気 づかない子には 

・自分の鉢や 花だんに水や 声かけをしていく。 
りをする。 
・不動物の小屋を 掃除しえ 
さや水やりをする ， 

8:40  集まり       遊んだ物を片付ける 0  。 遊んだものをきちんと 片付けできるよ う 促す。 

。 こまづくりについて 話を 。 いろいろな形や 材料の   匝二 芸 @  {@ @ こま 力           あ ることに気づ 

・自分の作りたいこまを イ かせ，作ってみたいと 
メージする。 いう気持ちを 持たせる。 

， 亡 ，， 串甘 ・ 。 いろいろな材料を 使って 
こま づくりをする。 

，ロ，，ロ ，， 曲 
，必要な材料・ 用具を準備。 材料を必要に 応じてとるよ う声 かけをする。 画   する。 

ホ Ⅱ・半井 d l . 安全に気をつけて 作る。 。 危険な千枚どうし ，竹ぐしなどの 使い方に気をつ 
・ フ 。 リン   ラーメ 、 ノ けさせ配慮していく。 
アイスクリーム な 
どの容器 

。 がな づ ちの使 い 方に気をつけさせ ，使 い 方を見守 
る 0 

・ ホの実 

・ ピソ のふた ・作ったこまで 遥ぶ ・       自分なりのイメージを 出し考えたり 工夫したりし 
用具 ているところを 認めてあ げる。 
・千枚ど うし 。 むづ かしそうにしていたり・ うまく出来ない 時は 
・かな づち   助言や手助けをしてい @ 
・ く女 む   

  わり ぱし ・ ひご ・ -. 片づけをする       

10:00 友だちと協力して 片付け，   ，使える材料・ 用具は分類して 片付けるよう 声 かけ 
さ する。   こまを作って 遊んだ Ⅰ 尹 T ㌧ - まについて，自分の 思・ っ たこと・考えたことを 

  楽しかったことを 詩合う。 話し友だちの 話もきけるようにする。 
評 mm の・いろいろな 材料を工夫し 楽しんでこきつくりをしていたか         
観 点 

反省と考察 
・いろいろは 素材のなかから・ 自分で選び ， 考えて工夫し 作れたことは 成功感や満足感も 味わえたかと 思 
ぅ 「   又 ・一人で い く っ もの材料をえらんで 次から次に積極的に 取り組む姿もみられた。 

，かな づ ちとピンのふたをもって 一生懸命にぶんぶんごまを 作って遊ぶ姿は・どの 子も充実し 楽 し { 過 

ごせたと 思、 ぅ 。 

・素材によっては・ 仕上げにマジックで 色をつけたり ，つけなくてもいいとか ，よく見て考えてその 子な 
りに工夫して 楽しく こま づくりをしていた。 
・教師のヒントも 大事な援助であ るが，今日はすこし 多かったように 居 ・ う 。 教えすぎるのではなく．作り 
ながら気づがせていくことの 大切さもわかった。     
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Ⅵ 研究のまとめと 今後の課題 

「感性豊かな 子にする．ための 援助の工夫」を 研究テーマとして ，身近な素材をつかった 造形 活 

動を中心として ，理論，実践研究をしてきました。 そこで研究のまとめと 今後の課題を 次の通り 

まとめました。 

1  研究のまとめ 

Ⅲ 多様な素材，用具にかかわりたくさんの 感動体験をすることでイメージをふくらませ 意 

欲的に工夫して い くことで感，珪が 豊かになると 思われる。 

㈲子どもの発達段階や 遊びの様子をみながら ，一緒に遊んだり ，描いたり，作ったりしな 

がら子どもの 内面を理解し 援助していくことの 大切さを感じた。 

(3) 素材，材料に 多くかかわらせるように ， コーナーをつくり 好きな時間に ， 好きな素材を 

使って遊べる 環境を準備しておくことで・それらの 特質に気づき ，考え工夫して 遊ぶ様子 

がみられた。 

(4j 教師の言葉かけ   共感・できない 所を手伝 う， 励ますことなどは 幼児に安定感を 与え ， 

それが自信となってどの 子も素直に表現していくことがわかった。 

2  今後の課題 

Ⅲ 素材，材料．用具を 使わせながら ，その特質に 気づき・作ったり ，描いたりする 楽しさ 

や 喜び ， 作ったもので 遊ぶおもしろさを 味わわせたいと 思、 う 。 

@2j 幼児期が感性のⅡき 代といわれていることを 理解し，教師自信も 感動する豊かな 感   臣 を持 

ち 子ども達と信頼関係の 中で一緒に生活しながら ，必要なときは 援助していきたい。 

(3) イメージしたこと ，作ってみたいと 用、   う 、 活動への期待などを 引き出せるようにする 言葉 

かけを考えていきたい。 又 ，一人一人のいいところが 生かせるようなクラスづくりをして 

いきたいと 思、 う 。 

@4) 今回は造形活動を 中心に研究してきたが 今後は表現のなかのリズム 表現，ことばの 表現 

身体 去 現にも目をむけて い きた い と店 、 ぅ 。 
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